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観測所の人員体制の推移 

• 平成20年度をピークにして減少（水沢VERA観測所＋VSOP2推進室） 
• 平成21年度に水沢VERA観測所とVSOP2推進室が合流 
• 平成21年度より退職者の補充はない 

VERA計画開始 

VERAとVSOP合流 

2013年度 減1名（助教）、増1名（広報担当特定技術職員） 



国立天文台台長からのチャージ 



Monthly Operation Record 

2010-2011 2011-2012 

Monthly operation of about 400-hour is currently performed with VERA. 



Open Use Operation 

Year of 2013 
 
Submitted: 7 proposals (423H) 
Accepted: 6 proposals (359H) 



VERAのプロジェクト研究と共同利用 

• 観測所からの報告 

–運用実績（柴田） 

• 測地観測（寺家）、相関局運用（金口） 

• 開発（河野、小山） 

– VERAプロジェクト観測の実績と方針（本間） 

• 坂井、永山、Burns 

–共同利用実績（柴田） 

• 杉山、親泊 



国立天文台台長からのチャージ 

第一期中期計画：2004年度～2009年度 第二期中期計画：2010年度～2015年度 



自然科学研究機構関連 

大学名 協力内容 備考 

自然科学研究機構 研究成果説明会 2012年4月26日、2013年7月17日 

茨城大学 茨城局の保守 
機構監事監査 

保守に関する打ち合わせ 
2011年12月9日、2013年3月19日実施 

山口大学 機構監事監査 20011年1月28日、2012年11月8日実施 

北海道大学 機構監事監査 2013年8月22日実施 

筑波大学 機構監事監査 2013年7月11日実施 

岐阜大学 機構監事監査 2013年7月19日実施 

大阪府立大学 機構監事監査 2013年9月26日（川口不参加） 

鹿児島大学 機構監事監査 2012年11月9日実施 

機構監事による監査が各大学、各観測局（VERAは全局）で実施されている 
また、大学連携の成果報告を毎年機構長に行っている 

大学への研究支援 



国立天文台台長からのチャージ 



日韓、東アジア関連の活動 

• 韓国のUMに参加 
– 2012年8月28，29日 
– 2013年8月19，20日 

• サインエスWSの開催 
– 2013年1月29日 
– 2013年6月20日 

• 相関器の共同運用 
– 運用会議の開催 

• 2012年11月6日 
• 2013年1月31日 
• 2013年4月24日 
• 2013年7月26日 



Dual beam – Phase Compensation, 
Differential VLBI  

Simultaneous Multi-Frequency Obs. -
Phase Compensation, mm-VLBI  
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Better Imaging Capability 

M87 Jet can be clearly seen in 
the right side figure which was 
taken with a joint array of KVN 
and VERA.(Reported by Kino 
and Niinima) 

The southern elongated jet 
of the J19 27+73 is clearly 
seen with VERA+KVN (Left), 
Identification of the Jet is 
difficult (Right). 
(Reported by Sawada-Sato) 

VERA+KVN 

Only VERA 

Only VERA 



VERA+KVN (KaVA)の共同利用の開始 

• 2013年度から公募開始 

–年2回の公募（VERA単独も） 

– 22/43GHz帯 

• 16:54- (発表10分＋質疑3分)  
2013年度の共同利用の方針  
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中央標準時の運用 
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Contribution 

China 8.4%. 

U.S.A, 33%. 

Japan 12%. 

Korea 2.5%. 

East Asia in total 28% 



水沢の貢献 
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VERAを取り巻く状況 

10月3日15:10-15:50      VERA及びVLBIの将来計画に関する議論  


